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土岐市立泉児童館 

水害（洪水、雨水出水）避難確保計画 
 

施 設 名 土岐市立泉児童館（土岐市泉神栄町１丁目７４番地） 

対象災害 水害（洪水、雨水出水） 

区  分 浸水区域（水深３ｍ～５ｍ）※土岐市ハザードマップ 令和３年３月現在 

関連法律 水防法 

（指定管理者）社会福祉法人土岐市社会福祉協議会 
（施設所有者）土岐市 
（作 成 日）令和３年７月３０日（更新日：令和５年６月１日） 
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４．施設の現況 
５．防災体制 
６．情報収集・伝達 
７．避難誘導 
８．避難の確保を図るための施設の整備 
９．防災教育及び訓練の実施 
１０．利用者緊急連絡先一覧表 
１１．緊急連絡網 
１２．外部機関等の緊急連絡先一覧表 
１３．その他 
 
・別紙１・・・避難誘導における避難場所、経路、手段及び所用時間 
・別紙２・・・来館者緊急連絡先 
・別紙３・・・職員緊急連絡網 
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１．計画の目的 
  この計画は、本施設の利用者等の洪水等の発生又は洪水等の発生する恐れのある場合に対応すべき
必要な事項を定め、円滑かつ迅速な避難の確保を図ることを目的とする。 
また、作成した避難確保計画に基づいて、安全な避難行動を確実に行うことができるよう、防災教

育や訓練を行い、施設の職員や利用者に対して、洪水・雨水出水に関する知識を深めるとともに、訓
練等を通して課題等を抽出し、必要に応じてこの計画を見直ししていくものとする。 

 
２．計画の報告 
計画を作成及び必要に応じて見直し・修正をしたときは、遅滞なく、当該計画を土岐市長へ報告する。 

 
３．計画の適用範囲 
この計画は、本施設の職員及び利用する全ての者に適用するものとする。 

 
４．施設の現況 
本施設は、災害時の一時避難所として指定されており、これまでに浸水等の被害はないが、土岐市の

洪水ハザードマップにおける３．０～５．０ｍ未満の浸水想定区域に該当しており、施設南側の土岐川・
東側の伊野川からの洪水（氾濫）による浸水が想定されている。なお、土岐市の土砂災害ハザードマッ
プにおける警戒区域等には該当しない。 
建物はサーモコン造の平屋建であり、耐震指数（Ｉｓ値）は１．６４５と地震による倒壊の危険性は

少ない。 
 
５．防災体制 
防火管理者のもと指揮系統を１本化する。情報に関しても一元化し、迅速な判断・行動がとれる体制

を確保する。体制の確保にあたっては、利用者の安全確保を最優先に行動する。 
 
＜防災体制＞ 

体制 リーダー 班員 
施設総括及び指揮班 代表者 防火管理者兼通報係 
情報収集班及び避難誘導班 児童厚生員 防火担当兼避難誘導係 

 
＜連絡体制＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜防災体制確立の判断時期及び役割分担＞ 

 事柄 対応者 活動内容 

注意体制 
〇大雨注意報 
〇土岐川氾濫注意情報 

代表者 
・気象情報の収入 
・各職員へ連絡 

警戒体制 
〇大雨洪水警報 

代表者 ・各職員へ連絡 

児童厚生員 ・資機材の確認、避難経路の確認 

〇暴風警報 
〇土岐川氾濫警戒情報 

代表者 ・保護者への連絡 

非常体制 

〇特別警報・土砂災害警戒情報 
〇高齢者等避難 
〇避難指示 
〇緊急安全確保 
〇土岐川氾濫危険情報 

代表者 
・保護者への連絡 
・各職員への連絡及び避難指示の連絡 

児童厚生員 
・避難誘導（園児・児童の引き渡し、見
引渡し園児・児童の避難） 

・避難状況の確認（別紙１） 

代表者 ・消防署等に応援要請 
※本施設や周囲の状況を判断し、施設統括が必要と認めたときは上記同様に防災体制を確立する。 
※地域福祉課は、体制内の役割を補助する。 

指 導 班
土 岐 市
子育て支援課

関 係 機 関

施 設 利 用 者

土岐市社会福
祉協議会本部

情報収集班

避難誘導班
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６．情報収集・伝達 
（１）情報収集 
  以下の方法等により情報収集に十分留意し、予め洪水、内水等が発生し始めたらどの様に対応する
かについて、土岐市の担当者と十分に情報交換を行なうとともに、早期に対応が図れる様に対策を準
備しておく。（当用紙がＰＤＦの場合「⇒」のあるものはリンクが貼り付けられている。） 

  ①気象情報 
⇒気象庁警報・注意報（土岐市） 
⇒岐阜地方気象台（各種情報） 
→テレビ、ラジオ、インターネット 

②洪水予報等 
⇒気象庁警報・注意報（土岐市） 
⇒岐阜県川の防災情報（東濃） 
→市からの連絡、インターネット 
→土岐市からの連絡、防災情報無線、インターネット 

 

気象庁警報注意報（土岐市） 岐阜地方気象台（各種情報） 岐阜県川の防災情報（東濃） 

   

 
（２）情報伝達 
  ①保護者 

・来館者名簿による。 
  ②職員 

・施設内においては口頭での伝達。不在職員には職員連絡網による。 
  ③土岐市担当課 

・電話により土岐市担当課（子育て支援課）に情報伝達・報告を行う。 
  ④関係機関 

・「１２．外部機関等の緊急連絡先一覧表」に定める機関に、必要に応じて電話等により連絡する。 
 
７．避難誘導 
（１）避難誘導方法 

原則、来館者名簿により保護者に連絡し、迎えをお願いする。 
緊急連絡メールが使用できない場合及び迎えのない（遅い）場合、電話（職員の携帯電話）で緊急

連絡網により連絡を行う。 
引き渡しについては、職員が来館者１人１人の氏名を確認し、引き渡し状況について確認を行う。 

（２）避難場所 
風水害・洪水等による避難が必要な場合には、本施設内の遊戯室等の安全を確認しながら避難する。

避難にあたっては来館者の年齢や状況に応じて職員が連絡を取り合いながら対応する。 
保護者の迎えの前に河川の氾濫等が発生する恐れがある場合、ハザードマップに該当しない指定避

難場所の泉中学校へ来館者及び職員の安全を確保しながら避難する。避難にあたっては来館者の年齢
や状況に応じて職員が連絡を取り合いながら対応する。 

  ※避難場所、経路、手段、所用時間等は別紙１に定める。 
（３）避難基準 

避難を開始する基準は、「５．防災体制」における非常体制の特別警報となった場合とする。また、
施設周辺の状況及び泉児童館の目視等により地域福祉課が必要と判断した場合も同様に避難を開始
する。 

（４）避難時の対応 
避難が長期化する恐れ及び在庫物資等の確保のため、給食、医薬材料については避難場所付近に移

動させる。 
 
 
 

https://www.jma.go.jp/bosai/warning/#area_type=class20s&area_code=2121200
https://www.jma-net.go.jp/gifu/
https://www.jma.go.jp/bosai/warning/#area_type=class20s&area_code=2121200
http://www.kasen.pref.gifu.lg.jp/#/map_tounou
https://www.jma.go.jp/bosai/warning/#area_type=class20s&area_code=2121200
https://www.jma-net.go.jp/gifu/
http://www.kasen.pref.gifu.lg.jp/#/map_tounou
https://www.jma.go.jp/bosai/warning/#area_type=class20s&area_code=2121200
https://www.jma-net.go.jp/gifu/
http://www.kasen.pref.gifu.lg.jp/#/map_tounou
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８．避難の確保を図るための資機材の整備 
 情報収集・伝達及び避難誘導の際に使用する資器材等については、以下のとおりとする。これらの資
器材等については、日頃からその維持管理に努めるものとする。 

情報収集・伝達 
□テレビ   □ラジオ   □ファックス  □電池 
□携帯電話  □携帯電話用バッテリー    □懐中電灯 

避難誘導 

□名簿（職員、利用者）   □案内旗    □電池    □拡声器 
□携帯電話  □携帯電話用バッテリー    □懐中電灯 
□ヘルメット □避難車   □寝具     □防寒具（雨具） 
□水     □食料    □おやつ 

乳幼児 □おむつ・おしりふき    □おんぶひも  □ミルク   □哺乳瓶  

その他 
□ティッシュ □ウェットティッシュ     □ゴミ袋   □タオル 
□救急箱 

浸水対策 □土嚢    □止水板 
 
９．防災教育及び訓練の実施 
年間の訓練計画を毎年４月に作成し、計画に基づき避難訓練を実施する。また、全職員又は新規採用

職員等を対象とした研修等を実施する。 
 降雨が多く見込まれる梅雨時及び台風接近前には代表者会議等において職員への防災教育及び非常
災害対応についての確認を行う。 
 
１０．利用者緊急連絡先一覧表 
 別紙２ 
 
１１．職員緊急連絡網 
 別紙３ 
 
１２．外部機関等の緊急連絡先一覧表 

関係機関 
土岐市消防本部 ５３－０１１９ 
土岐市役所子育て支援課 ５４－１３３４（直通）５４－１１１１（代表） 
多治見警察署土岐津交番 ５５－２００２ 

協力機関 土岐市立総合病院 ５５－２１１１ 

ライフライン 
電気 中部電力 ０１２０－９８５－２３２、２５－２３３５ 
水道 土岐市上下水道課 ５４－１２４８（直通）５４－１１１１（代表） 

 
１３．その他 
児童館職員は、風水害・洪水等の被害を未然に防止するため、児童館内外の危険箇所を点検し、必要

な措置を講じる。 
重要書類、文書、教材備品類等の安全保管及び非常持ち出しについて準備を行い、被害を最小限にす

る。 
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別紙１ 
避難誘導における避難場所、経路、手段及び所用時間 

（土岐市立泉児童館） 
 
１．避難場所 
泉中学校 

 
２．経路、手段及び所要時間 
・経路は下図のとおり 約０.７㎞ 
・徒歩で移動（職員が集団の前後を担う）※場合によっては職員の自家用車の使用を可能とする。 
・所要時間 約１５分 

 
３．避難経路 

 

▼令和３年３月 

 

  

泉児童館

避難場所
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別紙２ 
来館者緊急連絡先一覧表 
（土岐市立泉児童館） 

 
この連絡先は、来館時受付名簿兼保険名簿（土岐市立児童館及び児童センター共通様式）とする。 

 

 

 

  

施設名： 令和　　年　　月　　日（　　） （Ｎｏ．　　）

幼児 小学生 中学生 保護者

歳 年生 年生

歳 年生 年生

歳 年生 年生

歳 年生 年生

歳 年生 年生

歳 年生 年生

歳 年生 年生

歳 年生 年生

歳 年生 年生

歳 年生 年生

人 人 人 人

確認

合計

でんわばんごう地区名退館時間入館時間
年齢、学年、保護者は〇を記入

なまえ（ふりがな）
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別紙３ 
 

職員緊急連絡網【泉児童館 社会福祉施設避難確保計画】 
（土岐市立泉児童館） 

 
 この連絡網は、人員に変更がある都度作成し各自所持する。 
 
１．連絡網の作成日 
 令和５年６月１日 
 
２．連絡経路 
（１）児童館代表者   → 地域福祉課係長 
（２）地域福祉課係長  → 地域福祉課長補佐 
（３）地域福祉課長補佐 → 地域福祉課長及び土岐市子育て支援課 
（４）地域福祉課長   → 事務局次長 
（５）事務局次長    → 事務局長 

 
３．連絡が不在の場合は次のとおりとする。 

・役職を兼務する者があるときは、兼務する役職を優先する。 
・代表者不在の場合は、児童厚生員とする。 
・地域福祉課係長不在の場合は、地域福祉課長とする。 
・地域福祉課長不在の場合は、事務局次長とする。 
・事務局次長不在の場合は、事務局長とする。 
・事務局長不在の場合は、土岐市子育て支援課とする。 

 
４．連絡先 

役職等 氏名 
最上段：事務局営業日 
中下段：事務局休業日 

事務局長   

事務局次長   

地域福祉課長   

地域福祉課長補佐   

地域福祉課係長   

児童館代表者   

児童館児童厚生員   

土岐市子育て支援課   

 


